注記（事業別財務諸表：現代美術センター管理運営事業）
１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
[image: image1.emf]減損を認識したもの

大阪府立現代

美術センター

建物

大阪市中央区

大手前３丁目

154,355,212

使用終了（庁舎として利

用予定）

0 ―

複数の固定資

産を一体として

行政サービスを

提供するものと

認めた理由

摘要

減損損失額の算出方法の概要

154,355,212

正味売却価額（公有財

産台帳上で把握してい

る現在価額を採用）

正味売却価額が帳簿

価額を上回っているた

め減損損失額は０

用途 種類 場所

減損前の

帳簿価額

（円）

減損に至った経緯

減損損失額

（円）

帳簿価額と比較する正

味売却価額・使用価値

相当額の別とその算出

方法

減損後の

帳簿価額

（円）


（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
　①事業の概要
現代美術に関する府民の知識及び教養の向上を図るために設置した現代美術センターの管理運営を行っています。
　
　　②当該事業に関し説明すべき固有の事項
　　　　　　現代美術センターは平成２３年度末をもって廃止し、当センターが有していた機能については、平成２４年４月１日開館の府立江之子島文化芸術創造センターに引き継がれています。
現代美術センターとして使用していた建物（大阪府庁新別館北館）は、当センター閉館後に大阪府庁舎管理課に引継ぎ、行政財産として継続使用されるものです。

